
- 6 7 -

報告（Note)

トウキョウサンショウウオの飼育法の検討

齋藤和久
（水質環境部）

Hynobius tokyoensisStudies on the rearing of the salamander

Kazuhisa SAITOU
（ )Water Quality Division

トウキョウサンショウウオ，飼育，横須賀市芦名キーワード：

１ はじめに

Hynobius tokyo-トウキョウサンショウウオ

は成体の全長が8～13cmの小型のサンショensis

ウウオで，分布は主として群馬県を除く関東地方
である。その生息地は比較的狭い範囲に集中し，

平野部と山地がぶつかる標高300ｍまでの低い丘

陵地帯で，山間の水田やわき水のたまった小さな
水場とその周辺の林が繁殖や生活の場所となって

いる。繁殖は，春先の２～４月頃までの間に見ら

れ，メスは卵（平均77個）が入った１対の透明な
。 ，バナナ状の卵のうを産卵する ふ化した幼生は１）

全長約15mmで，ミジンコやユスリカなどを食べ，

水中生活を送る。７月頃から鰓がなくなるなどの
変態後，幼体となり以後陸上生活に入る。性成熟

するまでには，４～５年かかる。体が小さいわり

に長生きで，10才以上の個体も少なくないといわ
れている 。１）

神奈川県内での分布は，主に三浦半島に限られ

，その生息範囲は，半島内の小河川にパッチ状２）

に認められている 。神奈川県レッドデータ生３～５ ）

物調査報告書では危惧種Ｄにランクされ，個体群

の現状把握と総合的な保全対策の必要性が指摘さ
れている 。しかし，近年，道路建設や宅地造成６ ）

などの開発により，生息地の減少が懸念されてお

り，更に，地域個体群の保全と遺伝的特性の確保
。 ，も重要な課題となっている このような状況の中

神奈川県（以下，県という ）により横須賀市芦。

名に産業廃棄物最終処分場建設事業が開始され
た。この芦名地区は，数少ないトウキョウサンシ

ョウウオの生息地であるため，保全対策を行うこ

とになった。
今回の保全対策は，個体群の増殖という方法が

とられた。これは，一つの繁殖集団内での個体数

が，その個体群を将来にわたって維持できるだけ
の規模がない場合に，人為的に保護増殖させ個体

群の消失を回避させるという方法である。一般的

には，各ステージでの生残率を向上させことが必

要と考えられるが，トウキョウサンショウウオの
場合には，ふ化直後から一定の大きさになるまで

人為的に保護することによって，生残率を向上さ

せることができるといわれている（金田私信 。）
そこで，建設工事地区内にあるトウキョウサンシ

ョウウオの産卵場所から卵を回収し，その卵をふ

， ，化させ 陸上生活に入る直前まで飼育を行った後
放生するという方法がとられた（一部幼体飼育も

行った 。ここでは，今回多くの卵や幼生を飼。）

育するための効率的な飼育方法の検討を行い，そ

の結果得られた基礎的な飼育方法，条件，ふ化率
等の飼育結果について報告する。

なお，トウキョウサンショウウオを個人が各々

勝手に飼育，放生を行うと，遺伝子のかく乱や疾
病による個体数の減少が引き起こされることもあ

るので，個人による飼育，放生は厳に慎むべきで

あると考えている。

２ 方法

２．１ 飼育装置
トウキョウサンショウウオの飼育では，水温の

上昇に注意しなければならない 。このため，今７）

回の飼育では恒温器を用いて，18℃の一定温度で
飼育を行った（ 。しかし，自然保護団体写真１）

などが飼育を行うときには，恒温器は高価で簡単

に入手はできないと思われる。そこで，観賞魚用
の小型クーラーを用いた飼育装置を制作した。

本飼育装置は，市販のレイシー製クーラー（LX

-90GX，設定水温;15～30℃)，同じくレイシー製
， ，循環ポンプ 120×45×30 cm の浅いガラス水槽

外部式観賞魚用フィルターを のようにセット図１

した。水槽の中に，55×39×9 cm のスノコを２
枚置いた。このスノコの上にトウキョウサンショ
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写真１ 恒温器内の飼育水槽

ウウオ飼育水槽を設置した。37×22×15 cm のプ
。 ，ラスチック製飼育水槽なら４個設置できた また

このプラスチック製飼育水槽の側面上部に，縦に

スリットが入ったものを用いれば，大型水槽の水

とも一体となり，飼育水槽の水換えも少なくでき
ると思われる。本飼育装置は，大型水槽が設置で

きるような平面的に広い場所を確保できれば，水

質や水温などの飼育管理が容易なことから，トウ
キョウサンショウウオの飼育過程全てに用いるこ

とができると考えられる。

２．２ 卵の飼育方法
現地での産卵の確認，卵のうの採集等は，県が

実施した。卵のうは，水を張った280×170×85mm

のステンレスバット，又は同程度の大きさのガラ
スやプラスチック製の飼育水槽に入れ，エアーレ

ーションを行った。飼育水は，３～４日に１回，

半分交換した。なお，交換用の水は，18℃の恒温
器内で１日以上エアーレーションを行った水道水

を使用した。

２．３ 幼生の飼育方法
卵がふ化した後，幼生はしばらく卵のう内にと

どまるが，便宜上卵のうから幼生が出てきた時を

ふ化とした。ふ化幼生は卵のう飼育と同様に，ス

テンレスバットなどの飼育水槽に入れ，エアーレ
ーション又は観賞魚用スポンジフィルターによる

ろ過を行った。飼育水は，７日以内に１回，半分

交換した。また，共食いによる減少をさけるため
と危険分散（疾病などによる絶滅を避ける）の意

， ，味も含め 体長が20～30mmの大きさに達したとき

体の大小と個体数に応じて別水槽に分けて飼育し
た。

２．４ 幼生の給餌方法

ふ化後約１週間は，無給餌で，１週間後からブ
ラインシュリンプの幼生を１～２日に１回，駒込

ピペットで与えた。その後，餌は，ブラインシュ

リンプ幼生への摂餌状況や個体の大きさなどによ
りイトミミズに換え，１～３日に１回，ピンセッ

トで与えた。

２．５ 幼体飼育の準備
変態して幼体になる（陸上生活に入る）直前に

は，18℃の恒温器内に60×30×23 cm のガラス水

槽などを入れ，浅く水を張り，レンガなどで陸上
部分を設けた。水は観賞魚用スポンジフィルター

によるろ過を行った。また，水槽にはフタを閉め

て逃亡を防いだ（ 。写真２）

写真２ 上陸準備用飼育水槽

２．６ 幼体飼育方法

幼体になり陸上生活に入ったら，陸上部分にミ
ズゴケなどで隠れ場所を設けた。給餌は２～３日

に１回，直径30 mm ，深さ10 mm のシャーレの中

にイトミミズを入れた。

３ 結果及び考察

３．１ 飼育結果
トウキョウサンショウウオの飼育期間中の状況

を にまとめた。平成14年３月から４月までの表１

間に８卵のう（卵平均63個）を飼育し（ ，写真３
，505卵のうち443卵がふ化し，ふ化率は約87４）

％であった。このふ化率は，これまでに報告され

ている67.2～86.4％のふ化率 に対しても良好な８）
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表１ 環境科学センターにおけるトウキョウサンショウウオの飼育状況
＜飼育期間：平成14年３月８日～平成15年２月21日＞

（ ）内は県への引き渡し頭数

※県への引き渡し割合（％）＝県への引き渡し頭数× ／ふ化数100

卵のうNO . No.1 No.2 No.3 No.4 No .5 No .6 No.7 No.8 　合　計

産卵日

卵数 5 2 51 70 73 78 6 3 6 9 49 505

ふ 化日 3月 12日 3月 14日 3月 28日 3月 28日 4月 1 9日 4月2 0日 4月 17日 4月 20日

ふ化数 5 2 51 69 70 75 4 9 4 7 30 443

ふ 化率（％） 1 0 0 1 0 0 98.5 95.8 96.1 77 .7 68 .1 61.2 87.7

5月 29日現在 の飼
育頭数

　0(52 ) 　0 ( 50 ) 54 65 75 4 9 4 7 30 320 (102 )

平成1 5年 2月 2 1日
現在の飼育頭数 0 0 0 0 0 0 　　0 (5 ) 0 　　0( 5 )

県 への引き渡し頭
数 5 2 50 43 58 60 4 3 2 9 25 360

※ 県への引き渡し
割合（％） 1 0 0 98 .0 62.3 82.8 80 87 .7 61 .7 83.3 81.2

3月 2 0日 以降

飼育開始日

2月 1 7日

3月 8日 4月 9日3月 19日

3月 2日

4 3 3 5 25
7月 1日 現在の飼育
頭数 0 0    0 ( 4 3 ) 62 1 7 7 ( 8 9 )

　　0( 43 ) 3 5
7月 11日現在 の飼
育頭数 0 0 0 　　0 (2 5 ) 7 7 ( 1 0 0 )

 1 2 ( 4 6 )

0 　52 (2 5 )

　　0( 12 ) 　42 (2 0 )

0 　17 (2 5 ) 0 3 5
7月 25日現在 の飼
育頭数 0 0 0

8月 21日現在 の飼
育頭数 0 0 0

0 0 9

0 　　0 (1 5 ) 0 　　9( 24 )

0 9

0 　　9 (3 9 )

8月 27日現在 の飼
育頭数 0 0 0 0

値であった。ふ化直前の幼生が入っている卵のう

を に，ふ化直後の幼生を に示した。写真５ 写真６

未ふ化の原因はほとんどが死卵（未受精卵）であ
った。飼育中の個体を に示した。また，ふ写真７

化した幼生を県へ引き渡した頭数は360頭で，そ

の割合は，ふ化幼生に対して約81％であった。共

食いや病気などによる死亡を最小限に抑えられた
と思われる。引き渡された個体は，産卵場所など

に放生された。放生直前の個体を ，現地で写真８

の放生状況を ，放生後の個体を に示写真９ 写真10
した。

３．２ 飼育水の浄化法の検討

幼生の飼育で，飼育水の水の交換は２日に１回の
， 。頻度で行う必要があり かなりの手間がかかる７）

そこで，市販の観賞魚用スポンジフィルターを用

いて飼育水のろ過を行い，水交換の回数を少なく
できないか検討を行った。その結果，７日間以上

水交換を行わなくても生存は可能であった。しか

し，７日間以上水換えを行わないと水槽内に排泄
物が多く目立つようになったので，水交換は７日

以内に１回の頻度が適当であると考えられる。

市販の観賞魚用スポンジフィルターを用いれ
ば，水交換の回数を減少させるための有効な方法

であると考えられる。

３．３ 幼体の給餌法の検討

陸上生活に入った幼体は，極端に摂餌を行わな

くなるので，生きた小動物を給餌するのは困難で
あるといわれている 。そこで，小さなシャーレ９）

の中にイトミミズを入れ，摂餌状況を観察した。

その結果，摂餌のためにシャーレの中に入ってい

る個体が見られ，良好に発育が認められたことか
ら有効な給餌方法であると考えられる。

４ まとめ
産業廃棄物最終処分場建設事業にともなうトウ

キョウサンショウウオ保全対策の一環として，卵

のふ化から県への引き渡しまでの飼育と幼生の効
率的な飼育方法について検討した。

平成 年３～４月にかけて，８卵のう 卵14 505
のうち 卵がふ化した。ふ化した幼生のうち，443
頭を県へ引き渡した。ふ化率及び引き渡した360
割合も良好な結果であった。

幼生の飼育には，市販の観賞魚用スポンジフィ
ルターを用いれば，水交換を７日以内に１回の頻

度にできた。また，観賞魚用の小型クーラーを用

いた飼育装置を制作したところ，水質や水温など
の飼育管理が容易であり，飼育に十分用いること

ができた。
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写真３ 持ち込まれた卵のう（NO.5） 写真７ 飼育中の個体（体長約30mm）

写真４ 持ち込まれた卵のう（NO.7) 写真８ 放生直前の個体（体長30～40mm）

写真５ ふ化直前の幼生が入っている卵のう 写真９ 現地での放生状況

写真６ ふ化直後の幼生（体長約15mm） 写真10 放生後の個体
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